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は
じ
め
に

　

近
世
前
期
の
村
落
史
は
、
太
閤
検
地
論
争
の
研
究
成
果
を
前
提
と
し
て
い

た
が
、
近
年
池
上
裕
子
は
太
閤
検
地
に
お
け
る
石
高
は
、
生
産
高
で
は
な
く

年
貢
高
（
年
貢
賦
課
基
準
高
）
で
あ
る
と
し
、
年
貢
率
一
〇
も
成
り
立
つ
と

の
見
解
を
示
し
て
い
る*1

。

　

筆
者
が
本
誌
第
二
〇
号
に
お
い
て
検
討
し
た
遠
江
国
長
上
郡
有
玉
村
（
現

静
岡
県
浜
松
市
）
に
お
い
て
も
、
一
七
世
紀
に
お
い
て
年
貢
率
八
を
越
え
る

年
貢
が
課
さ
れ
て
お
り
、
率
直
に
驚
い
た*2

。
年
貢
は
四
公
六
民
か
ら
六
公
四

民
の
範
囲
で
課
さ
れ
る
も
の
と
、
漠
然
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る*3

。

　

と
こ
ろ
で
太
閤
検
地
を
め
ぐ
る
研
究
史
で
は
、
土
地
の
丈
量
や
年
貢
賦
課

水
準
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
年
貢
率
（
史

料
上
で
は
「
免
」）
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
は
、
石
高
が
生
産
高
で
あ
れ
ば
、
年
貢
量
か
ら
年
貢
率
が
自
ず
と
割
り

出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
池
上
の
議
論
を
前
提
に
す
る
と
、
年
貢
率
に
つ
い
て
一
考
す
る

こ
と
も
価
値
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
れ
も
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
「
大
名

評
判
記
」
の
中
の
年
貢
率
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

一　
「
大
名
評
判
記
」
中
の
年
貢
率
の
扱
い
方

　
「
大
名
評
判
記
」
と
は
、
先
行
し
て
広
く
紹
介
さ
れ
た
『
土
芥
寇
讎
記
』

に
代
表
さ
れ
る
、
全
国
の
大
名
に
つ
い
て
書
き
上
げ
た
も
の
で
、
各
大
名
の
、

家
系
・
家
族
、
略
歴
、
居
城
（
陣
屋
）、
領
内
の
様
子
、
支
配
の
状
況
、
主

な
家
老
、
及
び
大
名
の
人
柄
・
行
跡
・
評
判
な
ど
を
列
挙
し
、
論
評
を
加
え

た
書
物
の
一
群
で
あ
る*4

。
若
尾
政
希
を
中
心
と
し
た
調
査
研
究
に
よ
り
、
現

在
七
種
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、『
武
家
諫
忍
記
』（
万
治

～
寛
文
頃
〈
一
六
六
〇
年
前
後
〉
の
デ
ー
タ
）、『
武
家
勧
懲
記
』（
延
宝
三
年

〈
一
六
七
五
〉
時
点
の
デ
ー
タ
）、『
土
芥
寇
讎
記
』（
元
禄
三
年
〈
一
六
九
〇
〉

時
点
の
デ
ー
タ
）
に
は
、
各
大
名
の
所
領
の
知
行
制
度
や
年
貢
率
等
に
関
す

る
情
報
が
載
っ
て
い
る*5

。
若
尾
は
、「
大
名
評
判
記
」
は
史
料
と
し
て
使
う
に

は
謎
が
多
す
ぎ
、
こ
れ
に
よ
り
か
か
っ
て
こ
れ
を
史
料
と
し
て
何
か
言
お
う

と
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
難
し
い
が
、
こ
れ
を
史
料
と
し
て
利
用
す
る
以

前
に
、
作
者
や
編
集
意
図
な
ど
、
基
礎
的
情
報
を
解
き
明
か
す
作
業
が
必
要

で
あ
る
、
と
す
る*6

。

「
大
名
評
判
記
」
に
見
る
近
世
前
期
の
年
貢
率
認
識福

　
澤
　
徹
　
三
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そ
こ
で
、
ま
ず
は
年
貢
率
に
つ
い
て
の
認
識
を
表
す
史
料
と
し
て
取
り
扱

い
た
い
。『
武
家
諫
忍
記
』
は
二
五
部
、『
武
家
勧
懲
記
』
は
二
六
部
が
調
査

の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
両
書
は
よ
り
広
い
範
囲
に
受
容
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
旧
大
名
家
の
蔵
書
の
中
か
ら
出
て
き

て
い
る*7

。
も
し
記
載
さ
れ
て
い
る
年
貢
率
が
、
当
時
の
実
情
と
か
け
離
れ
た

荒
唐
無
稽
な
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、
書
物
と
し
て
の
現
実
性
に
疑
問
符
が
付

く
こ
と
に
な
り
、
広
く
受
容
は
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
、
統
計

的
デ
ー
タ
が
極
め
て
少
な
い
近
世
前
期
の
年
貢
率
認
識
の
手
掛
か
り
と
な
る

史
料
と
し
て
、
検
討
す
る
価
値
は
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
最

初
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
武
家
諫
忍
記
』
を
主
な
分
析
対
象
と
す
る
。

二　

年
貢
率
一
〇
割

　
『
武
家
諫
忍
記
』
に
は
約
二
〇
〇
の
大
名
家
の
記
事
が
あ
る
。
尾
張
大
納

言
義
直
（
名
古
屋
藩
）
か
ら
森
川
出
羽
守
重
信
（
小
弓
藩
）
ま
で
、
家
格
お

よ
び
石
高
順
に
配
列
さ
れ
る
。
記
載
は
大
身
の
者
（
大
藩
）
に
厚
く
、
少
し

ず
つ
薄
く
な
っ
て
い
く
が
、
共
通
の
形
式
性
を
持
っ
て
い
る
。
典
型
的
で
あ

る
織
田
山
城
守
信
尚
（
宇
多
藩
）
を
例
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
史
料
を
掲
出

し
、
概
要
を
ま
と
め
た
（
末
尾
の
論
評
部
分
は
除
い
た

*8）。

［
史
料
］�（
原
史
料
で
は
カ
タ
カ
ナ
を
用
い
て
い
る
が
ひ
ら
が
な
に
改
め
、
読

点
を
加
え
た
。「
／
」
は
改
行
を
表
す
）

　

一　

織
田
山
城
守
平
信
尚
（
巻
十
三
）

　
　
　

内
室
金
森
出
雲
守
女　

紋
瓜

　
　
　

�

本
国
尾
州
生
国
大
和
信
雄
孫
、
出
雲
守
／
信
友
男
也
、
居
城
和
州
の

内
宇
多
、
本
知
／
三
萬
千
二
百
石
、
内
舎
弟
式
部
配
分
有
／
新
地
ひ

ら
き
運
上
課
役
等
外
に
壹
万
／
石
余
、
米
こ
く
生
払
と
も
に
上
々
、

年
貢
／
所
納
八
つ
九
つ
又
は
十
成
、
抨
し*9

七
余
、
家
／
中
へ
四
つ
成
、

在
江
戸
の
年
人
有
ふ
ち
、
外
に
／
模
合
あ
り
、
地
に
禽
獣
柴
薪
有
、

国
家
／
の
仕
置
吉
、
土
地
上
、
南
都
の
南
国
の
中
な
り
／
地
邊
に
海

な
し
と
い
へ
共
諸
事
自
由
叶

　
　
　

家
老
淺
岡
生
駒

　
　
　

�

信
尚
文
道
少
々
好
、
武
道
を
専
ら
に
す
／
行
跡
寛
轉
に
し
て
偧
な
く
、

家
臣
并
に
／
民
を
あ
わ
れ
み
、
仁
勇
に
し
て
侫
曲
な
し
／
誉
の
将
と

唱
、
舞
楽
を
す
く

［
概
要
］大

和
国
宇
多
藩
の
領
主
織
田
信
尚
は
、
織
田
信
雄
の
孫
で
、
父
は
信
友
。

領
知
は
三
万
一
二
〇
〇
石
で
、
新
田
開
発
に
よ
り
別
に
一
万
石
あ
る
と

い
う
。
米
は
生
育
も
売
り
払
い
も
か
な
り
良
い
方
で
、
年
貢
率
は
八
割

か
ら
一
〇
割
、
平
均
す
る
と
七
割
余
り
で
あ
る
。（
地
方
知
行
の
）
家

中
は
四
割
を
受
け
取
り
、
参
勤
交
代
で
江
戸
に
居
る
場
合
は
扶
持
が
出

て
、模
合
（
家
中
同
士
の
相
互
金
融
）
も
あ
る
。
山
地
で
は
獣
類
や
柴
・

薪
も
豊
富
で
、
信
尚
に
よ
る
統
治
も
よ
い
。
土
地
柄
も
よ
く
、
大
和
国

の
南
の
藩
で
は
中
程
度
で
あ
る
。
海
に
接
し
て
は
い
な
い
が
、（
家
中
と

し
て
仕
え
た
場
合
も
）
自
由
で
あ
る
。

家
老
は
浅
岡
生
駒
で
あ
る
。

信
尚
は
文
を
好
む
こ
と
少
々
で
、
武
士
に
専
心
し
て
い
る
。
行
い
は
寛

大
で
奢
る
こ
と
な
く
、
家
臣
と
民
を
憐
れ
み
、
仁
勇
を
備
え
、
邪
な
と

こ
ろ
が
な
い
。
将
と
し
て
の
名
声
を
保
ち
、
舞
楽
を
好
む
。

　

先
行
す
る
浪
人
の
就
職
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
成
立
し
た
『
堪
忍
記
』（
寛

永
一
九
年
～
正
保
三
年
〈
一
六
四
二
～
四
六
〉
の
歴
史
的
事
実
に
基
づ
い
て

書
か
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
、
と
さ
れ
て
い
る

*10）
の
性
質
を
引
き
継
い
で
、
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仕
官
先
を
探
す
立
場
で
、
家
中
へ
の
物
成
、
在
江
戸
で
の
扶
持
、
家
臣
団
互

助
の
有
無
、
仕
官
後
の
自
由
度
、
領
主
の
性
格
や
嗜
好
が
記
さ
れ
、
項
目
の

一
つ
と
し
て
年
貢
率
が
あ
る
。「
年
貢
所
納
（
年
貢
納
め
る
所
）」
の
あ
と
、

下
限
と
上
限
、
と
き
お
り
平
均
が
記
さ
れ
る
。

　

宇
多
藩
で
は
年
貢
率
は
高
く
、
八
割
か
ら
一
〇
割
と
い
う
。
平
均
し
て
七

割
と
す
る
の
は
、
不
作
時
や
水
害
を
勘
案
し
た
の
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
の

数
値
は
厳
密
な
も
の
で
は
な
く
、
目
安
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

し
て
も
、
年
貢
率
一
〇
割
と
は
驚
き
で
あ
る
が
、
同
時
代
の
武
士
た
ち
は
違

和
感
な
く
「
読
ん
だ
」
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
後
段
の
信
尚
の
政

治
の
評
価
で
は
、こ
れ
ほ
ど
の
高
年
貢
率
に
も
関
わ
ら
ず
、「
民
を
あ
わ
れ
み
」

と
織
田
信
尚
の
治
世
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

三　

年
貢
率
の
分
布

　

前
項
で
み
た
よ
う
な
高
年
貢
率
は
ど
れ
ほ
ど
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
一

般
的
年
貢
率
は
ど
の
程
度
で
あ
ろ
う
か
。
聖
藩
文
庫
本
の
、
大
名
、
居
城
・

陣
屋
・
年
貢
率
を
表
１
に
ま
と
め
、
年
貢
率
の
一
番
高
い
数
値
を
「
聖
」
欄

に
表
し
た
。
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
池
田
家
本
、
岩
国
徴
古
館
本
、
島
原
市
立

図
書
館
松
平
文
庫
本
は
数
値
の
み
と
し
た
。
数
値
欄
は
、
小
数
表
記
は
切
り

捨
て
、
下
限
・
上
限
・
抨
し
の
う
ち
最
大
値
を
採
用
し
た
（
第
四
巻
秋
田
藩

佐
竹
修
理
大
夫
源
義
隆
の
「
四
つ
よ
り
五
つ
五
分
抨
し
四
つ
五
分
」
の
場
合
、

数
値
欄
は
「
五
」
と
な
る
）。

　

領
主
と
百
姓
と
の
間
の
年
貢
収
取
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
豊
臣
政
権
の
天

正
一
三
―
一
四
年
（
一
五
八
五
―
六
）
に
お
け
る
不
作
時
の
検
見
収
穫
高
の

二
対
一
配
分
原
則
が
知
ら
れ
る*11

。
表
１
の
数
値
は
、
幅
の
あ
る
表
記
の
一
番

高
い
数
値
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
基
準
に
照
ら
せ
ば
六
つ
お
よ

び
七
つ
が
該
当
し
よ
う
。

表
２
で
分
布
を
ま
と
め
た

が
、『
武
家
諫
忍
記
』 

四
本

と
『
土
芥
寇
讎
記
』
で
は

い
ず
れ
も
、
第
一
位
、
第

二
位
を
占
め
て
い
る
。
一

方
で
、極
端
な
高
免
と（
現

在
の
私
た
ち
か
ら
は
）
感

じ
ら
れ
る
、
九
つ
、
一
〇

も
一
定
数
（
最
小
で
四
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
）
存
在
し
、

こ
れ
を
あ
り
得
な
い
年
貢

率
と
排
し
た
訳
で
は
な

か
っ
た
。

お
わ
り
に

　

以
上
、「
大
名
評
判
記
」
に
お
け
る
年
貢
率
表
記
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
秀

吉
が
示
し
た
領
主
三
分
の
二
収
取
原
則
前
後
の
年
貢
率
が
多
数
を
占
め
て
い

た
も
の
の
、
極
端
な
高
免
（
九
つ
、
一
〇
）
表
記
も
散
見
さ
れ
た
。

　

も
し
か
し
た
ら
、
確
実
に
歴
史
的
事
実
を
表
し
て
い
る
と
い
う
担
保
の
な

い
史
料
の
分
析
は
、
近
世
村
落
史
に
お
い
て
は
必
要
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

が
、
近
世
前
期
の
す
こ
ぶ
る
地
域
性
に
富
ん
だ
六
万
を
越
え
る
村
の
分
析
を

行
う
に
あ
た
っ
て
、
何
ら
か
の
見
取
り
図
を
手
に
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ

り
、
書
い
て
み
た
次
第
で
あ
る
。
今
後
は
、
極
端
な
高
免
が
存
在
す
る
（
か

も
し
れ
な
い
）
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、
近
世
前
期
の
検
地
と
年
貢
収
取
の

表２　『武家諫忍記』諸本と『土芥冦讎記』の年貢率分布

聖 池 岩 島 土芥
４つ 3 1 3 2 3
５つ 39 29 25 25 39
６つ 79 78 74 76 95
７つ 40 51 58 48 58
８つ 9 17 18 16 20
９つ 7 8 8 8 9
10 6 3 3 3 2
計 183 187 189 178 226

註：計欄は、年貢率を数値化できた数の合計である。
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実
態
を
、
地
道
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

註*1　

池
上
裕
子
「
検
地
と
石
高
制
」（『
中
近
世
移
行
期
の
検
地
』
岩
田
書
院
、
二
〇
二

一
年
）
二
〇
八
頁
。
初
出
は
二
〇
〇
四
年
。
池
上
は
、
石
高
の
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト

を
年
貢
と
し
て
収
取
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
免
除
を

認
め
る
と
い
う
形
で
、「
免
」
が
差
し
引
か
れ
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
「
免
」
が
年
貢

率
の
意
に
転
換
し
て
後
に
石
高
を
生
産
高
と
み
な
す
見
方
が
生
ま
れ
て
き
た
、と
す
る
。

*2　

拙
稿
「
近
世
前
期
に
お
け
る
村
の
経
済
環
境
―
浜
松
藩
領
有
玉
村
を
事
例
に
―
」

（『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要　

人
間
学
部
篇　

第
二
〇
号
』
令
和
二
年
〈
二
〇
二
〇
〉）。

*3　

広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
最
も
す
ぐ
れ
た
地
方
第
一
の
書
と
さ
れ
る
『
地
方
凡

例
録
』
の
「
五
公
五
民
之
事
」
の
記
述
で
あ
ろ
う
（
原
著
者　

大
石
久
敬
・
校
訂
者

　

大
石
慎
三
郎『
地
方
凡
例
録　

上
巻
』近
藤
出
版
社
、一
九
六
八
年
）一
八
七
頁
。「
検

見
の
法
に
五
公
五
民
と
云
こ
と
は
、
其
年
の
出
来
米
を
地
頭
へ
半
分
、
百
姓
作
徳
半

分
と
取
を
云
」
と
、
検
見
時
の
年
貢
率
原
則
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で

あ
る
。

*4　

若
尾
政
希
「
は
じ
め
に
」（『「
大
名
評
判
記
」
の
基
礎
的
研
究
Ⅱ
』（
二
〇
〇
六
年

度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
（
Ａ
）「
日
本
に
お
け
る
書
物
・

出
版
と
社
会
変
容
」（
課
題
番
号
一
七
二
〇
二
〇
一
七
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
報
告
書

Ⅱ　

二
〇
〇
七
年
三
月　

研
究
代
表
者
・
若
尾
政
希
〈
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研

究
科
〉）。

*5　

同
「
解
説
『
土
芥
寇
讎
記
』
と
は
な
に
も
の
か
」（
校
注
者　

金
井
圓
『
土
芥
寇
讎

記
』〈
新
装
版
〉、
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
三
年
）
二
頁
。

*6　

前
掲
註
４
論
文
参
照
。

*7　

前
掲
註
４
論
文
参
照
。

*8　

本
稿
で
は
、加
賀
市
立
図
書
館
聖
藩
文
庫
本
（
一
〇
一
）、岡
山
大
学
池
田
家
本
（
一

一
五
）、
岩
国
徴
古
館
本
（
一
一
六
）、
島
原
市
立
図
書
館
松
平
文
庫
本
（
一
一
八
）

を
分
析
対
象
と
し
た
（
括
弧
内
は
、前
掲
註
４
論
文
「「
大
名
評
判
記
」
調
査
一
覧
表
」

の
番
号
で
あ
る
）。
史
料
引
用
に
は
聖
藩
文
庫
本
を
用
い
、
表
１
に
お
い
て
も
同
本
を

表
記
の
基
準
と
し
た
。
池
田
家
本
以
外
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

*9　

管
見
の
限
り
辞
典
類
に
使
用
例
を
見
出
せ
な
い
が
、「
な
ら
・
す
」
と
読
み
、
均
す

の
意
と
理
解
し
て
お
く
。

*10　

深
沢
秋
男
「
如
儡
子
の
『
堪
忍
記
』（
一
）」（『
近
世
初
期
文
芸
』
六
、
一
九
八
九
）。

註
４
論
文
も
参
照
。
な
お
、
こ
の
『
堪
忍
記
』（
浅
井
了
意
『
堪
忍
記
』
と
は
別
物
）

に
も
「
四
ツ
免
」「
物
成
四
ツ
」「
四
ツ
成
」
と
い
っ
た
表
記
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ

は
領
主
が
百
姓
か
ら
収
取
す
る
年
貢
の
率
で
は
な
く
、
地
方
知
行
の
武
士
た
ち
が
収

取
す
る
年
貢
率
で
あ
る
。

*11　

牧
原
成
征
「
身
分
と
役
」（『
日
本
近
世
の
秩
序
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

二
二
年
）
八
九
―
九
一
、
一
〇
一
頁
参
照
。
初
出
は
二
〇
〇
四
年
。
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表１　『武家諫忍記』の年貢率表記

巻 大名 居城・陣屋 年貢率 聖 池 岩 島

1

尾張大納言源義直卿 名護屋 ならし六つ半 6 6 6 6
紀伊大納言源頼宣卿 和歌山 四つ五分より七つ迄 7 7 7 7
水戸中納言源頼房卿 水戸 抨し五つ二三分 5 5 6 5
左馬頭源綱重卿 未定 所々に有
右馬頭源綱吉卿 （未定） 違あり

2

保科肥後守源正之 若松但し会津 三つ半より六つまて抨し五つ 6 6 7 6
松平越後守源光長 越後高田 四つ五分より六つ半まて 6 5 6 5
松平越前守源光通 越前福井 四つより六つまて抨し五つ 6 6 6 6
松平出羽守源直政 出雲松江 四つ五分より六つ余まてならし五つ半 6 6 5 6
松平右京太夫源頼重 讃州高松 六つより九つまて抨し七つ余 9 9 7 9
松平犬千代丸菅原後号綱利 加賀金澤 不同あり
松平陸奥守藤原忠宗 奥州仙台 不同
松平大隅守源光久 鹿児島 違有 6 7 6
細川六丸源氏後号綱利 肥後熊本 （記載なし） 6 6 6

3

松平右衛門佐源光之 筑前福岡 四つより六つ余まて抨五つ 6 6 6 6
松平安藝守源光晟 藝州廣島 五つより七つまて抨し六つ余 7 7 7 7
松平大膳太夫大江綱廣 長門の内萩 五つより六つまて抨し四つ七八分 6 7 6 7
松平丹後守藤原光茂 肥州の内佐賀　龍蔵寺 四つ半より六まて 6 8 7 8
井伊玄蕃頭藤原直隆 江州の内彦根又佐和山 六より七つまて 7 8 9 8
松平新太郎源光政 備前岡山 五より六半まて抨し六つ成 6 6 6 6
松平相模守源光仲 因幡の内取鳥（鳥取） 四つ五分より六つまて 6 6 6 6
藤堂大学頭藤原高次 伊勢の阿野津 抨六つ五分 6 7 7 7
松平阿波守源光隆 阿州　津又徳嶋とも 五より七つまて抨し五つ五分 7 8 8 8
上杉播磨守藤原實勝 奥州の内米沢 四つより六つならし四つ五分 6 5 5
松平土佐守藤原忠義 土佐高知 抨し五つ五分 5 5 6 5

4

佐竹修理大夫源義隆 羽州の内秋田 四つより五つ五分抨四つ五分 5 5 5 5
有馬松千代源氏後諱頼利 筑後の内久留米 三つ五分より六つまて 6 5 5 6
森内記源長継 作州の内津山 五七分より八つ余但抨し五つ五分 8 6 6 8
松平式部太輔源忠次 播州内姫路 八つの余或十之余有抨し七つ五分余 10 8 8 8
松平大和守源綱隆 越後村上 三つ五分より六つまて 6 6 6 6
本多内記藤原政勝 大和之内郡山 八つ九つ或十或は十の余 10 10 9 10
松平下総守源清良 出羽の内山形 五つ六つ五分まて 6 6 6 7
松平隠岐守源定行 伊予の内松山 抨し五つより八つまて 8 6 6 6
小笠原右近将監源忠直 豊前の内小倉 七つ八つ抨し六つ余 8 8 8 8

5

酒井左衛門尉源忠治 出羽之内庄内又鶴岡共 五つ六つ抨し五つ五分 6 6 7 6
酒井雅楽頭源忠清 上野の内前橋 五つ六つ抨し五つ二三分 6 6 6 6
酒井修理太夫源忠直 若州小浜 六つ七つ抨し五つ七八分 7 7 7 7
阿部伊予守安倍利重 武州の内岩付 四つより六つまて抨し五つ五六分 6 6 6 6
立花左近将監源直茂 筑後の内柳川 四つ五つ抨し四つ二三分 5 5 5 5
本多能登守藤原忠義 奥州の内白川 五つ六つ抨し五つ五分 6 6 6 6
奥平美作守平忠昌 下野の内宇都宮 六つ七つ 7 7 7 6

6

松平越中守源定重 勢州桑名 五つより七つ半迄大形五物なり 7 8 8 8
丹羽左京太夫藤原光重 奥州之内二本松 抨し五つ七八分 5 5 5 5
南部山城守源重直 奥州の内長岡 四つより五つまて 5 6 5 6
戸田采女正藤原氏信 濃州の内大垣 五つより八つまて抨し五つ七つ五分 8 8 8
土井大炊頭源利重 武蔵之内古河 四つより六つ迄抨し五つ 6 7 5 7
水野日向守源勝貞 備後の内福山 五つより七つまて抨し五つ五分 7 7 7 7
松平淡路守菅原利次 越中之内富山とも亦百塚とも 四つ五分 4 5 5 4
堀田上野介紀正信 下総の内佐倉 五つより七つまて抨し六つ 7 7 7
永井信濃守大江尚政 山城之内淀 六つより九つ迄但し水損之年有之故抨し七つ余 9 9 9 7
京極丹後守源高国 丹後の内宮津 七つ八つ抨し六つ二三分 8 8 8
真田右衛門滋野信房 信州の内松城 四つより六つ迄 6 6 6 6

7

稲葉美濃守越智正則 相州の内小田原 五つより七つまて 7 7 7 7
小笠原信濃守源長次 豊前の内中津 四つ五つ 5 5 6 5
大久保加賀守藤原秀任 肥前の内唐津 五つより七つまて 7 7 7 7
阿部豊後守安倍忠秋 武州の内忍 四つより七つまて 7 7 7 7
中川山城守源久清 豊後の内武田 四つより六つまて抨し五つ 6 6 6 6
松平伊豆守源信綱 武州の内河越 四つより六つまて 6 6 6 6
牧野飛騨守源忠成 越州の内長岡 四つ五つ 5 5 6 5

8

本多下総守藤原俊次 江州の内膳所 五つより八つまて 8 8 8 8
伊達大膳太夫藤原宗利 伊予の内宇和嶋 六つまて抨し四つ二三分 6 7 7 7
水野出羽守源忠胤 信州の内松本 三つより五つまて抨し四つまて 5 6 6 6
松平丹波守源光重 濃州之内加納 五つ七つまて 7 7 7 7
内藤帯刀藤原忠奥 奥州之内岩城 五つより五つ五分まて 5 6 7 6
松平飛騨守菅原利明 加州の内大聖寺 三つ五分より五つ五分まて 5 5 5 5



埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第23号

（
五
二
）

─ 257 ─

巻 大名 居城・陣屋 年貢率 聖 池 岩 島

9

戸澤能登守源忠茂 羽州の内新庄 四つより六つ 6 6 7 6
松平山城守源忠国 播州の内明石 六つより七つ五六分まて抨し六つ 7 7 8 7
松浦肥前守源鎮信 肥前内平戸 抨し五つ 5 5 5 5
安藤対馬守源重貞 上州の内高崎 五つより六つ五分まて 6 6 7 6
相馬長門守勝胤 奥州の内中村 四つより六つまて抨し五つ 6 6 7 6
加藤出羽守藤原泰真 伊予の内大洲 五つより八つ迄抨し六つ二三分 8 8 8 8
岡部美濃守藤原宣勝 泉州の内岸和田 七つより九つ余ならし八つなり 9 9 9 9
仙石越前守藤原政俊 信州の内上田 四つより六つまて抨し五つの少し余 6 6 7
浅野内匠頭源長直 播州の内赤穂 五つより七つまて抨し六つ 7 7 7 7
脇坂中務少輔藤原安吉 信州の内飯田 五つより六つ五分まて 6 6 6
有馬左衛門佐藤原康純 日州の内縣 四つより五つまて 5 5 7 5
伊藤大和守藤原祐久 日向の内飫肥 四つより五つ二三分まて 5 5 7 5
稲葉能登守越智信通 豊後の内臼杵 四つより五つまて 5 5 6 5
松平周防守源康政 石州の内浜田 五つより六つ五分まて 6 6 7 6
京極百助近江源氏佐々木 讃州の内丸亀 （記載なし） 6

10

井上河内守源正利 常州笠間 五つ或四つ二三分或三つ五分有 5 6 8 6
浅野因幡守源長治 備後の内三好 四つより五つ七八分まて 5 5 5 5
松平若狭守源康信 丹波笹山 六つ成 6 7 7 7
本多越前守藤原利長 遠州の内横須加 四つより六つ迄抨し五つ五分 6 7 7 7
秋田安房守安倍盛季 奥州の内三春 四つ五つ 5 5 4 5
水野監物源忠喜 参州之内岡崎 六つより七つ半まてならし六つ五分 7 8 8 8
石川主殿頭源昌勝 伊勢之内亀山 五つより六半まて抨し六つ也 6 7 7 9
小出大和守藤原吉英 但馬の内出石 五より七まて抨し六つ 7 6 6 6
青山因幡守菅原宗俊 伊予の内小渚 五つより七つまて 7 7 7 7
内藤豊前守藤原信照 奥州棚倉 三つ半より五つまて 5 5 5 5
溝口出雲守源宣直 越後の内新発田 三つ四つ七八分 4 4 4 4
松平但馬守源直冨 越前の内大野 三つより五つまて 5 6 6 6

11

松平和泉守源乗久 上野之内館林 五つより六つ五分迄抨し五つ五分 6 6 7 6
板倉安房守源重卿 総州の内関宿 五つより六つ七八分まて 6 6 6 7
青山大膳亮菅原幸利 摂州の内尼ヶ崎 六つより八つまて大形七つ八分抨し 8 8 8 8
松平主殿頭源忠房 丹波福知山 四つより六つまて 6 6 5 6
津軽越中守藤原信政 奥州の内弘前 四つ五つ 5 5 5 5
亀井能登守源兹政 石州の内津和野 四つ五つ大かた四つ六七分成 5 5 5 5
本多飛騨守藤原玄昭 越前の内丸岡 五つ六つ抨し五つ余 6 6 6 6
高力左近太夫平隆信 肥前の内島原 五つより七つ五分まて 7 7 7
六郷伊賀守藤原政勝 6 6 6
松平遠江守源忠樹 信州の内飯山 五つ六つまて 6 6 6 6
水谷伊勢守藤原勝隆 備中の内松山 五つより七つまて 7 7 7 7
小笠原壱岐守源忠知 参河吉田 四つより六つ七つまて 7 7 6 7

12

松平伊賀守源忠勝 丹波之内亀山 五つ六つ抨し五つ半 6 6 6 6
金森長門守藤原頼直 飛州の内高山 四つより五つ半まて 5 5 5 5
永井日向守大江直清 摂州之内高槻 七つより九つまて抨し七つ 9 9 9 9
井伊兵部少輔藤原直之 遠州の内掛川 五つ六つ半 6 7 7 7
内藤飛騨守藤原忠種 勢州の内鳥羽 四つ半より六つ 6 5 5 5
九鬼孫次郎藤原後号隆昌 摂州之内三田 五つより六つ二三分まて 6 6 6 6
太田備中守源資宗 遠州浜松 六つ七つ抨し六つ二三分 7 7 7 7
鳥井主膳正平忠春 信州の内高遠 四つより六つ 6 6 6 6
諏訪因幡守源忠恒 信州の内諏訪 五つ六つ抨し五つ七八分 6 7 7 7
松平市正源直次 豊後之内木槻 五つ六つまて抨し四つ二三分 6 6 6 6
牧野佐渡守源親成 京都所司代二條 七つより九つまて抨し七つ 9 10 10 8

13

松平美作守源定房 伊予の内今治 五つより七つまて 7 7 7 7
真田伊賀守滋野氏信 上野の内沼田 五つより七つまて 7 7 6 7
松平備後守源恒元 播州の内完栗 五つより七つまて抨し六つ余 7 5 7 7
秋月佐渡守大蔵種信 日州財部 五つ六つまて 6 6 7 7
堀丹後守藤原直吉 越後の内村松 五つ六つまて 6 6 6 6
一柳監物源直奥 （予）州の内北浜 五つより七つまてならし六つ余 7 7 7
酒井日向守源忠能 信州の内小室 五つ六つ 6 6 6 6
朽木民部少輔源種綱 常陸の内土浦 六つ 6 7 7 6
織田山城守平信尚 和州の内宇多 八つ九つ又は十成抨し七つ余 10 10 10 10

14

大村因幡守源純長 肥前の大村 四つより六つまて 6 6 6 6
新庄隠岐守源直時 常陸の内麻生 四つより六つまて 6 6 6 6
小出伊勢守藤原吉親 丹波の内園部 四つより六つ迄 6 6 5 6
土岐山城守源頼行 出羽の内上山 五つ六つまて 6 6 6 6
西尾丹後守源忠照 駿河の内田中 六つ七 7 7 7 7
木下淡路守豊臣利貞 備中の内足附 五つ六つ 6 6 6 6
木下右衛門太夫豊臣俊長 豊後の内日出 四つより六つ五六分まて抨し四つ七八分 6 6 6 6
遠藤備前守藤原常季 濃州之内八幡 五つより七つ迄 7 7 8 7
小笠原土佐守源貞信 美濃の内高洲 六つ七つ 7 7 7 7
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巻 大名 居城・陣屋 年貢率 聖 池 岩 島

14

戸川土佐守藤原正安 備中之内庭瀬 六つ七つ 7 7 7 7
松平将監源忠照 豊後之内府内 五つ七つまて 7 7 6 7
相良遠江守藤原長武 肥後之内求麻 四つより六つまて抨し五つ 6 6 7 6
土屋民部少輔源利直 上総の内久留里 四つより六つ五六分迄抨し五つ 6 6 7 6
植村右衛門佐源家貞 大和之内高取 六つより九つまて抨し七つ五分 9 9 10 9

15

稲垣信濃守源重祥 参河苅谷 五つより七つまて 7 6 6 6
織田内記平信久 上野尾畑 四つ五分より五つ余まて 5 6 6 6
堀美作守菅原親昌 下野烏山 五つ六つまて 6 7 6 7
九鬼式部少輔藤原隆季 丹波綾部 五つより六つまて 6 6 6 6
酒井大学頭源忠朝 出羽之内（沢） 五つより六つまて 6 6 6 6
土方河内守源雄次 羽州窪田 三つ半より五つ半まて 5 6 6 6
岩城伊予守平重隆 出羽亀田 五つ六二三分まて 6 7 6 7
三浦志摩守平安次 下野壬生 五つより六つまて 6 7 6 7
分部伊賀守藤原嘉高 江州大溝 六つ七つまて 7 7 7 7
宗対馬守平義真 対馬府中 （記載なし）
松平備前守源隆綱 参州玉縄 五つより六つ半まてならし五つ二三分 6 7 7 6
水野備後守源元綱 上野安中 四つ七八分 4 6 6
石川若狭守源惣良 勢州神戸 五つより七つ五分抨し六つ成 7 8 8 8
増山兵部少輔藤原 参河西尾 五つより六つ五分まて 6 6 6 6

16

丹羽式部少輔源氏定 参州の内岩村 五つより七まて 7 7 7 7
大関土佐守源増親 下野之内黒羽 五つ成 5 5 5 5
秋元但馬守藤原喬朝 甲斐の内郡内 五つより六つの余 6 7 7 7
保科越前守源正景 上州の内、定江戸 所による
市橋下総守藤原政信 近江の内仁正寺 六つ五分 6 7 7 7
桑山修理亮藤原一玄 和州の内新庄 七つより十まて 10 8 8 10
細川豊前守源奥隆 茂木 四つ五つ五分まて 5 6 6 6
五嶋淡路守平盛勝 肥前の内五嶋 三つより五つまて 5 6 6 6
内田長十郎藤原後正衆 鹿沼 三つより五つまて抨し四つ余 5 6 6 6
松平出雲守源重治 佐貫 祥にをよはす
堀田備中守紀正俊 守屋 五つより六まて 6 6 6 6
京極主膳正源高通 丹州領嶺山 四つ五つ五分まて 5 5 5 5
片桐石見守源奥昌 和州の内小泉 六つより十まてならし八つ余 10 9 9 9
久留嶋信濃守源通清 豊後の内森村 五つまてなり 5 5 6 6

17

太田原備前守藤原正清 下野太田原 五つ半より六つ 6 6 6 6
堀市正藤原包周 玉取 （記載なし）
土方備中守源雄豊 勢州コモノ 五つより六つ五分 6 8 8 8
小堀備中守源政之 小玉 五つより七つまてならし六つ 7 8 8 8
井上筑後守源政清 未定、江府定詰 （記載なし） 6 6 6
遠山信濃守藤原友奥 美濃の内苗木 四つ五分より六まて 6 6 4 6
伊藤信濃守藤原長貞 備中の内河邊 不詳
堀備前守藤原有輝 信州須坂 三つより五つまて 5 6 6 6
立花和泉守源種長 筑後の内今山 四つより六つまて 6 5 5 5
溝口土佐守源政勝 塩澤 四つより五つ五分まて 5 6 5 6
谷助十郎藤原衛廣 丹波の内山家 四つ五つ半まて 5 5 5 5
加藤内蔵助藤原明友 （石見）河野 四つ半より五つ半まて 5 6 6 6
一柳宇右衛門源直好 播磨之内小野 五つより六つ半まて 6 7 7 7
佐久間備中守平勝義 信州長沼 四つより六つまて 6 7 6 7
牧野新三郎源後号武成 越後の内與坂 四つより五つまてならし四つ五分 5 5 5
織田信濃守平長成 和州の内柳本 七つより九つまて 9 9 9 9

18

織田豊前守平長定 戒全 七つよ（り）十まて 10 9 9 9
酒井備中守源忠解 出羽大山 四つ五つ 5 6 6 6
青木甲斐守丹治重兼 摂州豊嶋 七つ抨し 7 8 8 8
戸田伊賀守藤原忠治 肥後の内富岡 五つ七つまて 7 6 6 6
西郷若狭守源延貞 安房の内東條 四つ五つまてなり 5 6 6 6
建部内匠頭源政長 播磨之内林田 四つより六つ五分 6 7 7 7
前田右近太夫菅原利豊 上野七日市 四つより六つまて 6 6 6 6
北條久太郎平氏宗 河州池尻 六つ七つ余 7 7 7 7
高木主水正源正盛 河州丹南 六つより八つまて 8 7 7 7
池田又八郎源氏董時 新宮 五つより六つまて 6 7 7
山口但馬守多良弘隆 近江水口 ならし六つ余 6 6 6 6
小出与平次藤原氏後号有宗 陶器 不同なり故に祥ならす 7 7 7
伊丹大隅守藤原勝政 未定 五より六つ二三分まて 6 6 6 6
松平佐渡守源良尚 勢州長嶋 六つより七つまてならし五つに三分 7 7 7 7
板倉内膳正源重矩 未定、江府定詰 四つより五つ五分まて 5 6 6 6
森川出羽守源重信 小弓 四つより六つまて 6 6 6 6

出典：註８を参照。
註１：（　　）内は、筆者による補記である。
註２：空欄は記載がないか、数値化できないことを表す。
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